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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月28日(2009.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶されている辞書記
憶手段と、
　見出語が意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されている類語辞書記憶
手段と、
　検索文字列を指定する指定手段と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定手段により指定された検索文字列に適合
する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、一覧表示する制御を行う
一覧表示制御手段と、
　この一覧表示制御手段により一覧表示された類語の中から一の類語を選択する類語選択
手段と、
　この類語選択手段により選択された類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記憶さ
れている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報か
ら読み出して表示する制御を行う説明情報表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする情報表示制御装置。
【請求項２】
　所定の文字順序規則に従った前記類語辞書情報中の見出語の順序を記述した順序情報を
記憶する順序記憶手段を更に備え、
　前記一覧表示制御手段は、
　前記指定手段により指定された検索文字列に適合する見出語を所定位置に表示し、この
見出語を基準として、前記順序記憶手段に記憶された順序情報に従った順序で、前記類語
辞書情報中の見出語のうちの所定数の見出語を表示する制御を行う類語見出語表示制御手
段と、
　この類語見出語表示制御手段により表示制御された見出語の中からユーザの選択操作に
従って一の見出語を選択する選択手段と、
　を有し、前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記選択手段により選択された見出語の
前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出して一覧表示する制御を行う手段である、
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　ことを特徴とする請求項１に記載の情報表示制御装置。
【請求項３】
　前記選択手段により選択された見出語を第１の見出語とし、前記説明情報表示制御手段
により前記辞書情報から検索された見出語を第２の見出語として対応付けて記憶する蓄積
記憶手段と、
　前記蓄積記憶手段に記憶された、対応づけられている第１の見出語と第２の見出語との
組を一覧表示する制御を行い、選択操作によって選択された組の第２の見出語に対応する
説明情報を前記辞書情報から読み出して表示する制御を行う蓄積見出語選択表示制御手段
と、
　を更に備えることを特徴とする請求項２に記載の情報表示制御装置。
【請求項４】
　前記類語辞書記憶手段は、見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ、当該見出
語の意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されており、
　前記一覧表示制御手段は、類語とともに、その類語に対応する説明情報の全部又は一部
を前記類語辞書情報から読み出して表示する制御を行う類語説明情報表示制御手段を有す
ることを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の情報表示制御装置。
【請求項５】
　前記一覧表示制御手段は、前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定手段により指
定された検索文字列に適合する見出語に近い方の見出語から順に表示する制御を行う表示
順制御手段を有することを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の情報表示制御装
置。
【請求項６】
　前記一覧表示制御手段は、一覧表示する類語それぞれについて、当該類語が前記辞書情
報中の見出語となっているか否かを判定し、各類語について、その判定結果に応じた識別
表示を行う制御をする識別表示制御手段を有することを特徴とする請求項１～５の何れか
一項に記載の情報表示制御装置。
【請求項７】
　前記一覧表示制御手段は、前記辞書情報中の見出語となっているか否かを判定すること
により、見出語となっている類語のみを一覧表示する手段であることを特徴とする請求項
１～６の何れか一項に記載の情報表示制御装置。
【請求項８】
　前記説明情報表示制御手段は、読み出した説明情報を第１のサイズの表示領域に表示す
る制御を行う手段であり、
　前記類語選択手段は、
　前記一覧表示制御手段により一覧表示された類語の中から一の候補類語を選択する候補
選択手段と、
　この候補選択手段により選択された候補類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記
憶されている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情
報から読み出して、前記第１のサイズより狭小な第２のサイズの表示領域に表示する制御
を行うプレビュー表示制御手段と、
　を有する、
　ことを特徴とする請求項１～７の何れか一項に記載の情報表示制御装置。
【請求項９】
　所定の通信回線を介して利用者端末と通信可能に接続されたサーバにおいて、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶されている辞書記
憶手段と、
　見出語が意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されている類語辞書記憶
手段と、
　前記利用者端末から検索文字列を受信する検索文字列受信手段と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記検索文字列受信手段により受信された検索文
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字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、前記利用者端
末に送信する制御を行う類語送信制御手段と、
　前記利用者端末から一の類語を受信する選択類語受信手段と、
　この選択類語受信手段により受信された類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記
憶されている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情
報から読み出して前記利用者端末に送信する制御を行う説明情報送信制御手段と、
　を備えることを特徴とするサーバ。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶する辞書記憶機能
と、
　見出語を意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶する類語辞書記憶機能と
、
　検索文字列を指定する指定機能と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定機能により指定された検索文字列に適合
する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、一覧表示する制御を行う
一覧表示制御機能と、
　この一覧表示制御機能により一覧表示された類語の中から一の類語を選択する類語選択
機能と、
　この類語選択機能により選択された類語に適合する見出語を前記辞書情報の中から検索
し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報から読み出して表示する制御を行
う説明情報表示制御機能と、
　を実現させるためのプログラム。
【請求項１１】
　所定の通信回線を介して利用者端末と通信可能に接続されたコンピュータに、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶する辞書記憶機能
と、
　見出語を意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶する類語辞書記憶機能と
、
　前記利用者端末から検索文字列を受信する検索文字列受信機能と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記検索文字列受信機能により受信された検索文
字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、前記利用者端
末に送信する制御を行う類語送信制御機能と、
　前記利用者端末から一の類語を受信する選択類語受信機能と、
　この選択類語受信機能により受信された類語に適合する見出語を前記辞書情報の中から
検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報から読み出して前記利用者端
末に送信する制御を行う説明情報送信制御機能と、
　を実現させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　かかる課題を解決するため請求項３に記載の情報表示制御装置においては、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶されている辞書記
憶手段と、
　見出語が意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されている類語辞書記憶
手段と、
　検索文字列を指定する指定手段と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定手段により指定された検索文字列に適合
する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、一覧表示する制御を行う
一覧表示制御手段と、
　この一覧表示制御手段により一覧表示された類語の中から一の類語を選択する類語選択
手段と、
　この類語選択手段により選択された類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記憶さ
れている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報か
ら読み出して表示する制御を行う説明情報表示制御手段と、
　を備えることを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、請求項２に記載の情報表示制御装置においては、請求項１に記載の情報表示制御
装置において、
　所定の文字順序規則に従った前記類語辞書情報中の見出語の順序を記述した順序情報を
記憶する順序記憶手段を更に備え、
　前記一覧表示制御手段は、
　前記指定手段により指定された検索文字列に適合する見出語を所定位置に表示し、この
見出語を基準として、前記順序記憶手段に記憶された順序情報に従った順序で、前記類語
辞書情報中の見出語のうちの所定数の見出語を表示する制御を行う類語見出語表示制御手
段と、
　この類語見出語表示制御手段により表示制御された見出語の中からユーザの選択操作に
従って一の見出語を選択する選択手段と、
　を有し、前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記選択手段により選択された見出語の
前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出して一覧表示する制御を行う手段である、
　ことを特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、請求項３に記載の情報表示制御装置においては、請求項２に記載の情報表示制御
装置において、
　前記選択手段により選択された見出語を第１の見出語とし、前記説明情報表示制御手段
により前記辞書情報から検索された見出語を第２の見出語として対応付けて記憶する蓄積
記憶手段と、
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　前記蓄積記憶手段に記憶された、対応づけられている第１の見出語と第２の見出語との
組を一覧表示する制御を行い、選択操作によって選択された組の第２の見出語に対応する
説明情報を前記辞書情報から読み出して表示する制御を行う蓄積見出語選択表示制御手段
と、
　を更に備えることを特徴としている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、請求項４に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～３の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記類語辞書記憶手段は、見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ、当該見出
語の意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されており、
　前記一覧表示制御手段は、類語とともに、その類語に対応する説明情報の全部又は一部
を前記類語辞書情報から読み出して表示する制御を行う類語説明情報表示制御手段を有す
ることを特徴としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、請求項５に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～４の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記一覧表示制御手段は、前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定手段により指
定された検索文字列に適合する見出語に近い方の見出語から順に表示する制御を行う表示
順制御手段を有することを特徴としている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、請求項６に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～５の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記一覧表示制御手段は、一覧表示する類語それぞれについて、当該類語が前記辞書情
報中の見出語となっているか否かを判定し、各類語について、その判定結果に応じた識別
表示を行う制御をする識別表示制御手段を有することを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、請求項７に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～６の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記一覧表示制御手段は、前記辞書情報中の見出語となっているか否かを判定すること
により、見出語となっている類語のみを一覧表示する手段であることを特徴としている。
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　また、請求項８に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～７の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記説明情報表示制御手段は、読み出した説明情報を第１のサイズの表示領域に表示す
る制御を行う手段であり、
　前記類語選択手段は、
　前記一覧表示制御手段により一覧表示された類語の中から一の候補類語を選択する候補
選択手段と、
　この候補選択手段により選択された候補類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記
憶されている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情
報から読み出して、前記第１のサイズより狭小な第２のサイズの表示領域に表示する制御
を行うプレビュー表示制御手段と、
　を有する、
　ことを特徴としている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　また、請求項９に記載のサーバにおいては、
　所定の通信回線を介して利用者端末と通信可能に接続されたサーバにおいて、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶されている辞書記
憶手段と、
　見出語が意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されている類語辞書記憶
手段と、
　前記利用者端末から検索文字列を受信する検索文字列受信手段と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記検索文字列受信手段により受信された検索文
字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、前記利用者端
末に送信する制御を行う類語送信制御手段と、
　前記利用者端末から一の類語を受信する選択類語受信手段と、
　この選択類語受信手段により受信された類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記
憶されている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情
報から読み出して前記利用者端末に送信する制御を行う説明情報送信制御手段と、
　を備えることを特徴としている。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　また、請求項１０に記載のプログラムにおいては、
　コンピュータに、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶する辞書記憶機能
と、
　見出語を意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶する類語辞書記憶機能と
、
　検索文字列を指定する指定機能と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定機能により指定された検索文字列に適合
する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、一覧表示する制御を行う
一覧表示制御機能と、
　この一覧表示制御機能により一覧表示された類語の中から一の類語を選択する類語選択
機能と、
　この類語選択機能により選択された類語に適合する見出語を前記辞書情報から検索し、
検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報から読み出して表示する制御を行う説
明情報表示制御機能と、
　を実現させることを特徴としている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　また、請求項１１に記載のプログラムにおいては、
　所定の通信回線を介して利用者端末と通信可能に接続されたコンピュータに、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶する辞書記憶機能
と、
　見出語を意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶する類語辞書記憶機能と
、
　前記利用者端末から検索文字列を受信する検索文字列受信機能と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記検索文字列受信機能により受信された検索文
字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、前記利用者端
末に送信する制御を行う類語送信制御機能と、
　前記利用者端末から一の類語を受信する選択類語受信機能と、
　この選択類語受信機能により受信された類語に適合する見出語を前記辞書情報の中から
検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報から読み出して前記利用者端
末に送信する制御を行う説明情報送信制御機能と、
　を実現させることを特徴としている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　また、請求項１に記載の情報表示制御装置及び請求項１０に記載のプログラムによれば
、検索文字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語が一覧表示され、この一覧
表示された類語の中から一の類語を選択させるようになされ、選択された類語に適合する
見出語に対応する説明情報が辞書情報から読み出されて表示される。
　従って、ユーザ自ら検索文字列に対応する類語を類語辞書情報から検索し、更に自ら類
語に対応する説明情報を辞書情報から検索するといった手間をユーザに強いることがない
。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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